
議 事 要 旨 

議   事   要   旨 

会 議 名 徳島県がん診療連携協議会 診療連携部会 

日  時 令和5年2月27日～3月2日  メール会議 

場  所 メール会議 

送 信 者 

西村会長、金山部会長、滝沢委員（徳島大学病院）、中本委員（県立中央病院）、 

石倉委員（徳島赤十字病院）、日野委員（徳島市民病院）、漆川委員（徳島県鳴門病院）

安藤委員（県立三好病院）、影治委員(徳島県立海部病院)、正宗委員(阿南医療センター)

林委員(吉野川医療センター)、鎌村委員（徳島県保健福祉部）、森委員（徳島県医師会）

寺嶋委員（緩和ケア部会長）、水口委員(徳島県薬剤師会）、森根委員（肝がん部会）、 

岡本委員（胃がん部会）、岡久委員（大腸がん部会）、宮本委員（患者会）、 

大塚委員（徳島県歯科医師会）、位頭委員（徳島県介護支援専門員協会）、 

併任：滝沢委員(肺がん部会)、日野委員(乳がん部会)、西村委員(子宮がん部会) 

 

 

承 諾 者 

 

 

西村会長、金山部会長、滝沢委員（徳島大学病院）、中本委員（県立中央病院）、 

石倉委員（徳島赤十字病院）、日野委員（徳島市民病院）、漆川委員（徳島県鳴門病院）

安藤委員（県立三好病院）、影治委員(徳島県立海部病院)、林委員(吉野川医療センター)

森委員（徳島県医師会）、寺嶋委員（緩和ケア部会長）、水口委員(徳島県薬剤師会）、 

森根委員（肝がん部会）、岡本委員（胃がん部会）、大塚委員（徳島県歯科医師会）、 

位頭委員（徳島県介護支援専門員協会）岡久委員（大腸がん部会）、宮本委員（患者会） 

金山診療連携部会長の指示のもと、徳島県がん診療連携協議会診療連携部会がコロナウイルス感染予

防のためメール会議での開催となった。 

令和5年月2日27日(月)に委員へメール送信を行った。(意見・要望等の期限は3月2日(木)まで) 

内容について、21名中19名から承認頂いた。 

 

【議題】 (添付資料①) 

1.徳島県生活習慣病管理指導協議会の各がん部会より報告があった。(添付資料②) 

1)胃がん部会：岡本委員から、胃がん部会は令和 5年 2月 9日に WEB会議が開催された。 

令和３年度市町村胃がん検診実績や徳島県胃がん検診実施、精度管理調査結果などについて行われ

たとの報告があった。 

 

2)大腸がん部会：岡久委員から、大腸がん部会は令和５年２月 21日に WEB会議が開催された。 

令和３年度市町村胃がん検診実績や大度精度管理調査結果、大腸がん検診受診率向上に向けて検討

された。大腸がんの記録ノート活用について、より活用を進めるために対応策を検討していくとの

報告があった。 

 

3)肝がん部会：肝がん部会は令和５年２月 24日に WEB会議が開催された。 

徳島県における肝がんの状況、がん検診受講率向上の取組みなどについて行われた。また、委員の

変更や追加があり了承されたとの報告があった。 

4)肺がん部会：滝沢委員から、肺がん部会は令和５年２月 16日に WEB会議が開催された。 

徳島県の受診率は 4.8%（令和 2 年度は 4.5%）、精検受診率は 87.3%（令和 2 年度は 87.5%）であ



った。全ての市町村において肺がん検診精度管理の総合評価は Bであったが、検診機関の肺がん検

診精度管理の総合評価は Aであった。県内の専門医療機関は 6 施設、標準医療機関は 9 施設が認

定されている。との報告があった。 

 

5)乳がん部会：日野委員から、乳がん部会は令和５年 1月 15日に WEB会議が開催された。 

  市町村乳がん検診実績について、検診率はわずかに低下している 45−60 歳が低い。精密検査受診率  

は県全体で 88．5％、乳癌の死亡数はわずかに上昇傾向である。検診率向上のための取り組みとして

子供から親へのメッセージカード作成、リレーフォーライフ再会、ワクチン接種会場での検診の周知

がされたとの報告があった。 

 

6)子宮がん部会：西村委員から、子宮がん部会は令和５年 2月 13日に WEB会議が開催された。 

  市町村子宮頸がん検診実績は、徳島県全体で 12.2%（令和 2 年度 12.4%）、子宮頸がん検診受診者  

数：20,268 名（令和 2 年度 20,556 名）、子宮頸がん要精検率：2.8%（令和 2 年度 2.6%）精検受

診率：77.7%（令和 2 年度 80.7%）、受診率の低い市町村に共通してみられる特徴として、検診対象

者全員に対して個別に受診勧奨ができていないことが明らかとなった。また受診勧奨を行った未受診

者への個別勧奨も行われていた市町村は１つだけであった。今後、各自治体の担当者に講習を行う際

に、県の方から個別勧奨を強く勧めるよう依頼した。 

HPV ワクチン効果検証事業実施要領について、子宮頸癌検診受診時に問診票に記載している。HPV ワ

クチン接種の有無と子宮頸癌検診の結果のデータが 10 年分そろったので、今後大学でデータを解

析し、論文化をはかることとなった。 

 
 2.各拠点病院における地域連携クリティカルパス活用状況・手帳の運用状況について 

 (添付資料③) 

1）徳島大学病院：がん治療連携計画策定料加算件数は、算定件数は少ないが毎月算定されている。 

がん患者指導管理料イ‣ロに関しては継続して算定を行っている。外来患者在宅連携指導料も毎月算

定している。手帳の運用については外来・入院時に配布を行っている。乳がん・肺がん・婦人科がん・

前立腺がんはほぼ毎月、患者さんに配布を行っているとの報告があった。 

2)徳島県立中央病院：がん治療連携計画策定料加算件数は胃がん、大腸がん、肺がん、前立腺がんに

ついては毎月算定ができている。がん患者指導管理料についても、毎月２０件以上の算定ができて

いる。治療の記録ノートについても、大腸がん・肺がん・胃がん・乳がんなどの患者さんへ配布を

行っているとの報告があった。 

3)徳島赤十字病院：がん治療連携計画策定料加算件数は、大腸がん・胃がん・肺がんの算定を行って

いる。がん患者指導管理料も毎月算定を行っている。治療の記録ノートの配布はできていないとの

報告があった。 

4)徳島市民病院：がん治療連携計画策定料加算はできていない。がん患者指導管理料、外来がん患者

在宅連携指導料は算定を行っている。がん治療の記録のノートの配布はできていないとの報告があ

った。 

5)徳島県立三好病院：がん治療連携計画策定料は算定できていない。がん患者指導管理料については

イ・ロの加算は算定できている。がん治療の記録ノートの配布はできていない。連携保険医療機関

数は、肺がん・大腸がん・胃がん・乳がん・前立腺がんはできているとの報告があった。 

 

 各施設ともがん手帳の配布があまり出来ていないため、がん患者に配布を行っていただき活用して 



いただきたい。 

 

3.徳島県民がんフォーラム開催報告ついて(添付資料④) 

「徳島県民がんフォーラム2022実施報告者」についての報告 
1)令和4年10月30日(月)に徳島大学病院で徳島県がん診療連携協議会診療連携部会、情報提供・相談支

援部会、緩和ケア部会が主催、徳島大学病院がん診療連携センターと徳島新聞社が共催で開催を行

った。今回は3年ぶりの集客であるが新型コロナウイルスの影響で定員の半数で開催した。当日の模

様を徳島県内のケーブルテレビで放映を行った。 

2)内容は「安心して下さい～徳島県のがんサポート～」でがん相談支援センターの現状と役割、口腔

ケアなどについて講演を行った。 

3)最後にパネルディスカッションを行い、患者さんからいただいた質問に回答した。 

4)継続して毎年市民公開講座を行う予定である。 
 

4.その他 

1)治療の記録ノート手帳の作成について 

  今年度も、徳島県災害医療推進基金事業より予算をいただき、食道がん手帳の更新と増刷、手帳カ

  バー・シール等の作成を行った。  

  

 

2)診療連携部門長の交代について 

金山部会長から、今年度末で定年退職となる。後任に胸部・内分泌腫瘍外科教授の滝沢宏光氏を 

診療連携部会長として就任していただいてよいか伺いたいとの要望があった。 

 

部会委員 21名に連絡し、19名から承認を頂いた。 

 

 

 


